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             初 期 シ ラ ー と 古 代 
   — 『ある旅するデンマーク人の手紙』を中心に ー  
                  
                                     松山雄三 
                      Ⅰ 
シラーは 1784 年 5 月にマンハイムの古代博物館を訪れ、古代ギリシャの
彫像から受けた新鮮な感銘を書き記している。それが翌年 3 月に雑誌「ライ
ンのタリーア」第一号に掲載された『ある旅するデンマーク人の手紙』であ
る。この手記形式の短編のなかでシラーは彼の同時代の繁栄と貧困の状況を
短く、それでいて鋭くえぐりだして述べており、さらに古代博物館の展示美
術品に投影されている古代ギリシャの黄金時代に思いを馳せる。 
  古代、特に古代ギリシャの文化に対する憧憬はシラーの精神的発展におい
て大きな比重を占め、彼の文化思想の形成に強い影響を与えている。否、歴
史的な古代文化そのものが直接的にシラーの思想に働きかけているというよ
り、むしろ古代文化を媒体として惹起されるシラーの文化的要請が彼の文化
論における思想的独自性をつくりあげてゆくと表現するほうが妥当である。
確かに、ドイツにおけるシラーの同時代の文化思想、特に新古典主義思想は
古代ギリシャの文化を賛美し、人類文化の発展における古代文化の位置付け
に関して新たな展開を示す。しかし新古典主義思想は単に古代文化を賛美し、
単なるその模倣に走ったのではなく、歴史的な古代世界の像を理想化し、新
たな理想的な古代像を造形したのである。さらに近代の反省的思考はこの理
想化された古代像を規範として、そこから近代文化に批判的な視線を向ける
のである。私たちはこのような文化思想の典型をヴィンケルマンの芸術論に、
あるいはやや異なる思想的発露を示すがルソーの自然概念に窺うことができ
る。もちろん古代文化に対する熱い関心とその文化的受容についてレッシン
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グやヘルダー、そしてゲーテの名前を挙げなければならないことは言うまで
もない。 
 それではシラーの文化論における思想的独自性はどの点にあるのかと言う
と、それは新古典主義に窺える理想化された古代像をシラーは未来の文化的
形成のための理想像として高く掲げていることにある。シラーは近代に対し
て闇雲に批判的な視線を向けるのではなく、理想的な未来世界の現出を理念
的に要請し、この視線を発展的に未来世界へ向けなおすのである。シラーは
近代の文化的所産を全て否定的に切り捨てるのではなく、近代のこの文化的
形成を人類文化の発展プロセスにおいて現出した否定しようのない一つとし
て受け止め、更にその近代の文化的傾向を明らかにしたうえで、理想的な未
来世界の形成に寄与すべく、その近代文化の進み行く道を探り出そうと意図
する。つまりシラーは近代のこの文化的形成を人類文化の連鎖における環の
一つとして捉え、また理性の覚醒という近代人の本性的特質を十全に認識し
た上で、近代人にとって最も完全な理想郷を理念的に作り上げようとする。
それ故シラーが希求するのは歴史的な古代ギリシャ世界そのものの回帰では
なく、古代ギリシャ文化を媒体として表象する理想化された牧歌的な世界を
理念的に不断に追い求めることなのである。なぜならば、一端理性の覚醒を
きたした人間はいかなる意識改革を行っても古代人と全く同一の素朴な世界
観に無意識的に自己移入することはできないからである。シラーは彼自身に
課している、また近代の人々に要請する文化的使命を、「牧歌の概念」1の理
念的履行に置いているが、この理想的な世界像を意味する牧歌の概念を探り
出すためにも、この思想の構築に大きな影響を及ぼしているシラーの古代観
について考察し、そしてシラーにあっては彼の古代観と対概念をなしている
近代観についても考察を加えなければならない。そこで本論においては、シ
ラーが古代ギリシャの彫像から受けた深い美的感銘と、理想的な世界の形成
へ向けた文化的要請を記している『ある旅するデンマーク人の手紙』を拠り
所に、初期におけるシラーの古代観、特に古代ギリシャ観を中心に、その文
化思想を明らかにしたい。 
                                                  
次の略語を用いている。 
  NA: Schillers Werke. Begründet von Petersen, Julius. (Nationalausgabe.) 
Weimar 1943ff. 同全集からの引用と参照箇所については本文中に記す。なお、略
号に続く二つのアラビア数字は、順に巻数と頁数を示す。 
1 Vgl. NA 20,S.472.  
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                      Ⅱ 
 『ある旅するデンマーク人の手紙』に織り込められているシラーの文化観
を探り出すためにも、まず、この短編の執筆以前に窺えるシラーの古代観と
近代観を中心に、彼の世界観を考察することから論を進めたい。シラーの古
代に対する考察は早くも第二の卒業論文『人間の動物的本性と精神的本性の
関連についての試論』に窺える。ただし、ここでシラーが考察の対象にして
いるのは古代ギリシャや古代ローマの文化的形成とその発展ではなく、最初
期の人類が送る粗野な生活についてである。 
 
 「空腹と裸体状態が人間をまず猟師、漁師、牧人、農耕者そして大工にし
た。情欲が家族を作らせ、個々人の無防備状態が群れを集めた。ここに既に
社交上の義務の最初の根源がある。まもなく増加する人々にとって耕地が余
りにも乏しくならざるをえなかった。そこで空腹が彼らを遠方の地域と地方
に分散させたのである。」(NA 20,53) 
 
  「人間は自らが精神であることを知るまでは、動物でなければならなかっ
た。勇気を出してニュートンのような飛翔で、世界を飛びまわるまでは、塵
のもとを這わなければならなかった。それ故、肉体が活動への最初の拍車で
あり、感性が完全性への最初の梯子である。」(NA 20,56) 
 
  シラーは、後に、たとえば『人間の美的教育について』や『素朴文学と情
感文学について』等において2、近代人の局所的に深化しているが、全体性を
喪失してしまった文化精神を批判し、古代ギリシャの人々が示す民族全体の
心の総和として無意識のうちに湧き出ている素朴な生活感情を賛美し憧憬す
るが、この卒業論文では最初期の人類を「粗野な自然人」、「野蛮人」(NA20,54)
とさえ呼び、未開状態にある古代人の生に対しては低い評価しか与えていな
い。古代世界に対するこのような否定的な評価は、人間文化の向上的発展に
よって招来される「幸福な世界」3 の形成を期する文化思想によるものであ
                                                  
2 参照。『人間の美的教育について』の第５，６書簡。『素朴文学と情感文学につい  
 て』 の「素朴について」の章。詩『逍遥』等。 
3 初期シラーの世界観とその形成については内藤克彦『シラー研究、第一巻』・東京
（南江堂）1972。特にその第１章において詳述されている。Vgl. Cassirer, Ernst：
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る。この時期、つまりカール学院時代には、シラーは精神的な完全性を目指
して自ら陶冶する人間の無限な自己啓発的な能力を信じており、人間精神の
啓蒙教化により、人類の精神文化の発展に向上化の風を吹き込もうと意図す
る。それ故、最初期の人類の姿は人類の歴史において最も粗野なものとして
描写されており、それに反して現代世界は人間精神の恒常的育成の結実とし
て、文化的発展の最先端に位置づけられているのである。しかも、そこで描
写される現代の世界像にはシラーの理想も込められていることが窺われる。 
 
「古代世界は現代世界となんと異なることか。古代世界においては欲望が
単純であったし、その満足も容易であった。しかし自然とその法則はいかに
忌まわしく判断されたことだろう。いまや世界は幾千の屈折によって面倒な
ものになっている。しかしなんと完全な光があらゆる概念の上に広がり、照
らしていることだろう。」(NA 20,56) 
 
 シラーは古代人に支配的な本性として、その単純性を挙げている。しかし、
シラーは自然に対する古代人の姿勢を稚拙なるものとしてのみ捉えており、
それ故、後にシラーが古代ギリシャ人の純朴な生について述べるのとは異な
り、無意識的に自然のなかに包摂せられる精神的素朴性を、古代人の本性の
根源に認識することはない。むしろシラーの関心は、人間を自然に対峙させ、
自然を支配するために群れを糾合しようとする人間の社交的傾向性にある。
精神的安定と実践的生活上の便宜の向上を目指し、個人が家庭を作り、この
家庭が集団社会を形成し、さらに集団社会の糾合が遂には国家の誕生にいた
ることを、シラーは説く。 H.コープマンは次のように指摘する。 
 
  「人間文化、啓蒙の最も重要な成果には社会学的に留意すべき点がある。
つまり西洋の発展史における決定的な進歩は、国家を形成していったことで
あり、この国家建設とは人間の社会的能力を認識させるものである。」4 
 
  国家形成に至る人間の社交的社会性の現出は、西洋社会に限ったことでは
                                                                                                         
Freiheit und Form. Darmstadt 1975. S.272f. 
4  Koopmann, Helmut: Schiller und das Ende der aufgeklärten Geschichts- 
philosophie. In: Schiller heute. hrsg. von Knobloc, Hans-Jorg und Koopmann, 
Helmut. Tübingen 1996. S.12. 
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ないが、カントの歴史哲学的思想からの影響 5 を待つまでもなく、人類の最
初期の状態を動物的状態と呼び、この野卑な自然状態からの人間の自立を讃
え、かつ人間社会の更なる向上的発展を確信するシラーの文化史観には、そ
れ故これまでの人類の発展的歴史の先端に位置する現在を肯定的に捉え、ひ
いては現在の文化的成果に対する賛美の声が聞かれるのである。 
 しかし、それと同時的に近代の文化的状況、特に近代の人間精神に対する
シラーの評価には、批判的な姿勢も現れ出ている。むしろ近代人が自然と人
間存在の関わりを対立的にのみ捉え、そのために生じている近代人の精神的
歪みに対する痛烈な批判の姿勢こそ、シラーの詩的創作活動や歴史哲学的思
想、そして美学哲学的思想において、最も顕著な思想的傾向の一つである。
特にこのような近代の硬直した精神性に対するシラーの非難の言葉を、シラ
ーの青年期の戯曲に窺うことができる。 E.カッシーラーは次のように評する。 
 
  「シラーは、ゲーテのように外的世界を内的世界の実現と確証として知る
のではない。外的世界は先ずシラーの青年時代が置かれていた厳しい訓育に
おいて、特に強制という形で彼の前に現れる。こういう強制に抵抗し、それ
に反対して道徳的人格の純粋性のなかで自己を主張すること･･････ これが
その後、彼の生涯の偉大な見解となる。このような感情のなかから彼の青年
時代の戯曲は生まれたのである。」6 
 
 人間的な心を示そうとしない世情に復讐を誓う『群盗』のカール・モーア、
政治的な野心の成就と人間的な信義の履行との間で揺れ動く『フィエスコの
反乱』のフィエスコ、固陋な因習に抗して身分違いの恋を成就させようと決
意する『たくらみと恋』のフェルディナント、そして人間性を抹殺しようと
図る専制主義と宗教裁判に対して思想の自由を訴える『ドン・カルロス』の
カルロスとポーザ、いずれの人物も非人間的な社会、あるいは政治体制に対
して、そしてそれを支える固陋な因習に対して果敢な戦いを挑み、そして自
らの生の信念を守るために悲劇的な結末を迎えるのである。「肋骨を細身のチ
ョッキに包み、心臓を法律のコルセットで締め上げ･･････ 鷲のように大空を
                                                  
5 カントの歴史哲学思想からの影響については、拙論『シラーと歴史（一）』、『シラー
と歴史（二）』（東北薬科大学一般教育関係論集２,３号。1988,1989 年）を参照され
たい。 
6 Cassirer, E.: a.a.O. S.230. 
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翔けたかもしれないものを、蝸牛のように地面に這わせる」(NA 20,100) よ
うな、うわべだけの平穏を装う因習や社会体制に対して、人間性の復活を訴
え闘うという戯曲の構図は、シラーの青年期においては変わらないのである。
シラーが因習を楯にとって人間性を示そうとしない近代社会の弾圧から、「人
間であること」(NA 20,100)を護り、本来的な人間精神の奪還を要請する詩人
であるからこそ、シラーの同時代人は熱狂してシラーを迎え入れ、また人々
の代弁者としてのシラーの言葉を待っていたのである。シラーの最晩年のこ
とではあるが、『ヴィルヘルム・テル』の創作に先行して、人々がシラーによ
るこの戯曲の創作を心待ちにしていた事実、「シラーが『テル』を創作してい
るという噂」7 に込められた人々の期待に促されるかたちで、シラーがこの
戯曲の創作に着手した事実は、シラーの詩的活動に寄せる当時の人々の心を
何よりも物語るものである。それも詩的創作を通じて発するシラーの言葉、
思想が人々の心の内奥に通じるものを宿しているからである。特に、シラー
の青年期の戯曲の主人公たちは、根源的に純粋なもの、偉大なものの代表で
あり、いわば人間に本来潜んでいる無限的な生の偉大さを我がものにするべ
く、非人間的な近代社会に対峙している。人間の根源的に善なる存在性、そ
してこの存在性を守ろうとする人間の雄々しい決意に対するシラーの揺るぎ
ない人間信仰、これこそがシラーの同時代人を、そして後世のものたちの心
を魅了してやまないシラーの詩的造形の源泉をなすものである。老ゲーテが
1827 年にエッカーマンに語った次の言葉は、改めて述べるまでもなく、シラ
ーのこのような思想的傾向性を顕著に示す。 
 
  「シラーのあらゆる作品を、自由の理念が貫いている。そしてシラーの教
養が進むと彼自身が別人になったのと同じように、この理念も別の形態をと
った。彼の青年時代にその心を領し、彼の詩作へと移ったものは自然的な自
由であるが、後年の生涯では理念的な自由であった。」8 
 
 しかもシラーが青年期において要請する「自然的な自由」であれ、壮年期
以後における「理念的な自由」であれ、それらは現実世界の精神文化的状況
                                                  
7 参照。1802 年 3 月 16 日付コッタ宛シラー書簡。1802 年 9 月 9 日付ケルナー宛シ
ラー書簡。Vgl. NA 31,116. NA 31,160. 
8 J.P.Eckermann Gespräche mit Goethe.  J.W.v.Goethe. Gedankenausgabe der 
Werke, Briefe und Gespräche. Zürich und München 1976. Bd.24,S.216. 
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に対する批判に基づく、シラーの固有な世界観の現出なのである。シラーは
自然との連帯を無視する傲慢な近代文化が、自然と人間との間の調和的関係
を寸断し、かつ人間自身の心に深い傷を負わせていることを指摘し、強く批
判する。近代的思考は一義的・個別的な思想深化によって、人間文化に急速
な発展をもたらしもしたが、ときに生じる思想的先鋭化は全体的思考をやや
もすれば忘失させ、精神文化的発展に歪みをも生じさせている。一義的・個
別的に先鋭化された思考が人間社会においては一部の人間、一部の集団にだ
け繁栄をもたらし、やがてそれを因習化することにより人間の批判的認識能
力を麻痺させてしまう。思想的因習化こそは、専制的支配者たちが幾世代に
もわたって練り上げてきた民衆支配の秘策なのであり、社会における表層的
な安寧のもとに人間精神の発展に停滞と歪みをもたらし、人間存在の物体化
を生み出してきた。それ故、この近代文化の否定的要素に蝕まれている現実
世界と人間精神を前にして、シラーは彼の心のなかで暖めてきた人間社会の
理想像を呼び出してくる。 
 
                Ⅲ 
 それではシラーの心に惹起されるこの人間と世界の理想像は何に由来する
ものなのだろうか。シラーは再提出を求められた最初のカール学院卒業論文
『生理学の哲学』で次のように述べる。 
 
 「人間は彼の創造主の偉大さを戦い取るように努め、創造主が世界を見渡
すのと同じ眼差しで、世界を把握するために存在する。神と同じくなること
が人間の定めである。確かにこのような人間の理想は無限に遠い、しかし精
神は永遠である。永遠が無限の物差しである。即ち、精神は永遠に成長する
だろう。しかし決してその理想に到達することはない。」(NA 20,10) 
 
 シラーが抱く理想的な世界像とは、人間の心の内奥に配されている創造主
の世界計画なのである。人間が理想世界の住人になれる可能性を肯定しなが
らも、肉体的には有限的存在であるために、その理想世界への到達の道は無
限に遠いとし、それ故シラーは人間における無限的なるもの、すなわち精神
界において創造主の世界に向かうべく永続的な高進を説く。ここでシラーが
求めるものは、現世においてであろうと、来世においてであろうと理想の実
践的な成就にあるのではなく、神と同じく完全なる存在になりうるという理
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想を抱き、崇高な希望を燃え立たせることよって惹起される心的な幸福の状
態なのである。理想の成就に向けての向上的な、かつ純粋な心的状態をこそ
生きるという、このような思想が青年期の早い時期から、既にシラーの世界
観を占めており、現実世界の生に自己移入できずに苦悩するシラーを、理想
主義者に一層育てていくわけである。精神的世界での純化・高尚化に、人間
的な生の本源的な意義を求める思想は、軍医時代のシラーの手になる『菩提
樹の下の散歩』でも窺える。老人ヴォルマールは行動欲に燃える理想家肌の
青年エトヴィンを戒めようとして述べる。 
 
「何千もの帆船が帆に風を一杯にはらんで、岸のない大洋のなかに幸福の
島を求め、あの金羊皮を手に入れようとして走る。･･････ 不安に駆られ、お
ずおずと、船は羅針盤を持たずに、当てにならない星に導かれて、恐ろしい
大洋を帆走し続ける。はやくも、白い雲のように水平線のかなたに、幸福な
岸辺がほのかに光る。陸だ、と舵手が叫ぶ。そして見よ！惨めな小板が裂け、
浸水した船は浜のすぐそばで沈没する。」(NA 22,77)  
 
しかし、青年エトヴィンは反論する。 
 
 「たとえ島にたどり着けなくとも、帆走は無駄ではなかった、と私は言う。」
(NA22,78)  
 
 青年が期するところは、幸福や希望の現実的な成就にあるのではなく、理
想の達成に向けての不断の前進を意欲することそのものに、心的な幸福感を
体感すること、まさに思想の理想性に心身を滅却させることにある。この『菩
提樹の下の散歩』の発表の二年後に書かれた詩『諦念』に窺える次の詩句に
は、現実世界に対してはペシミスティックな世界観を抱いているが、しかし
精神界において人間存在の崇高性を無限に追い求めるシラーの思想的傾向が
明確に表れ出ていると言える。 
 
 「これらの花から一本を折り取った者は、 
他のものを欲しがってはいけない。 
信じることができない者は、受け取りなさい。 
神の教えは世界と同様に永遠です。 
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信じることができる者は、欠乏に甘んじなさい。 
世界史は世界の裁きです。 
おまえが希望したということ、それはおまえが受ける報酬です。 
信仰が、おまえに分かち与えられた幸福なのでした。」(NA 1,168f.)  
 
  『群盗』のカール・モーアがあのドーナウ河畔でみせる幸福な幼年時代へ
の追憶と汎神論的な世界観の吐露に9 、さながら作者シラー自身の孤高な心
の襞が読み取られるように、上述の青年エドヴィンの言葉と『諦念』の詩文
には、荒涼とした現実世界にも明澄な天上の国にも住まうことなどできない
生の「異邦人」10 である詩人シラーが、それでも現実的な生を続行しながら、
精神の純化を保持するために自覚するにいたった人間的生の信念のようなも
のが窺える。殺伐とした現実世界で生を謳歌することなどできず、そうかと
いって有限的なる人間の身で、天上の国へ赴くことも不可能である詩人が探
り出した生のあり方とは、現実世界にやむをえずその生身を置きながら、心
は天上の国に向けて理念的に不断の高進に努めること、精神的な世界での理
想的な生に、自己を滅却させることである。そしてこの高尚な天上の国に接
する世界こそが詩人の住まう詩の世界なのである。 
 
                Ⅳ 
 シラーはその詩的活動の初期から、考察対象の理想化によって理想的な世
界像を造形し、それを彼の詩的作品に投影しようと意図するのであるが、青
年時代におけるその理想的な世界像には、シラーの道徳的要請が込められて
いる。シラーは精神的高貴化を人類文化の発展の基礎と見做し、文芸、特に
演劇舞台を通じて、人間精神の道徳的習練を行おうとするのである。 E.カッ
シーラーは次のように指摘する。 
 
  「青年時代の詩人はまだ躊躇することなく舞台を＜道徳的な施設＞だと考
                                                  
9  Vgl. NA 3,80. 
10 E.シュタイガーはシラーの詩『理想と人生』の解釈において次のように述べる。「シ
ラーはある崇高な立場から語っており、その立場は理想と人生のほぼ中間にある。
視線を上に向けては、彼は天上界の＜明るい地域＞を見上げ、視線を下に向けては
＜恐ろしい現象界＞を見ている。そのいずれの世界でも彼は異邦人なのである。」
Vgl. Staiger, Emil: Friedrich Schiller. Zurich 1967. S.29. 生の「異邦人」という言
葉はまさに詩人シラーの生涯にわたる生の姿勢を見事に表すものと言える。 
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えており、それは観客のなかに引き起こす表象活動の高揚と増進によって、
同時に観客に特殊な道徳的使命を果たそうとする気分を起こさせるのである。
宗教と法がそれぞれのやり方で不完全にしかできないもの･･････ それが演
劇舞台を通じて直接的に、しかしそれ故に、まさにもっと深く、もっと包摂
的に達せられるのである。」11 
 
 また、 H.コープマンは青年期のシラーが演劇を通じて人類の歴史を描き、
その基底に人間精神の向上的発展に対する信仰を抱いていることについて次
のように述べる。 
 
  「シラーにあっては人類の発展は演劇舞台の上で扱われる。･･････ 早くも
高貴化の概念がシラーに窺われるが、それをシラーは恐らくシュレッツァー
の『世界史序説』から受容したのだろう。高貴化はいわば人類の発展にとっ
て基本的な形であり、そしてシラーは人間の向上能力と歴史的発展の一貫性
を少しも疑ってはいない。」12 
 
  『群盗』の序文においてシラーは、「演劇の真の精神は長編小説や叙事詩よ
り、深く心を掘り下げ、鋭く心に切り込み、生き生きと教化する」13 と述べ
て、演劇が及ぼす感覚的作用と啓蒙教化的効用を力説し、さらに『現代のド
イツ劇場について』や『道徳的機関としてみた演劇舞台』において、彼の演
劇効用論を展開する。シラーの意図するところは、演劇が持つ現在的な躍動
的な描写方法を生かして、人間の生の縮図を観衆の眼前に提示し、人間なる
存在の本質を認識させることにより、人間教育を果たそうとすることである。
この『道徳的機関としてみた演劇舞台』において古代ギリシャの文化に対す
るシラーの関心も示される。 
 
 「ギリシャの国民をあのように固く結び付けたものは、何であったろうか。
あの国民を否応なく舞台に引きつけたものは、何であったろうか。･･････ そ
れは戯曲の祖国的内容や、ギリシャ精神そのもののうちに息づいている国家
観、そして素晴らしい人間性という偉大にして圧倒的な関心以外の何もので
                                                  
11 Cassirer, E.: a.a.O. S.271f.  
12 Koopmann, H.: a.a.O. S.12f. 
13 Friedrich Schiller. Sämtliche Werke. München 1968. Bd.5.,S.729. 
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もない。」(NA 20,99)  
 
  これらの僅かの言葉からも、ギリシャ精神の神髄を鋭く捉えているシラー
の認識の深さが窺える。つまり、シラーはギリシャ精神の根源に、人間性の
絶えざる追求の姿勢を見出し、またギリシャ精神が包摂的な全体的存在であ
る社会＝国家の発展のうちに人間精神の向上を図っていることに関心を寄せ
る。しかも、シラーが説く演劇的効用論は、現実世界における実践智にのみ
関わるのではなく、むしろ実践的な事象の誘惑のせいで霞みがちな、本源的
な人間精神の覚醒に向けられる。 
 
「激怒が心を蝕むとき、気だるい気分が私たちの孤独な時を毒するとき、
世間と仕事が私たちに吐き気をもよおさせるとき、･･････ 舞台が私たちを迎
え入れるのである。この芸術の世界において私たちは現実の世界を離れて夢
見るのであり、自分自身を取り戻すであろう。私たちの感情は蘇り、癒えた
情熱は私たちのまどろむ本性を揺さぶり、そして血液を新鮮な活動へ駆り立
てるだろう。」(NA 20,100)  
 
 青年期において既にシラーは、芸術の世界そのものの中で詩的な生を享受
する喜びについて語る。芸術は人間精神の進み行く道を先取りして示すとと
もに、人間精神を歴史的、社会的圧力等から守り、また本来的な心意状態を
回復してくれる。この芸術の世界における詩的生の享受の思想は、古代ギリ
シャ精神の文化的受容に対する姿勢、つまり芸術の世界でのギリシャ精神の
受容と継承を希求する姿勢に繋がっていくのである。ただし、シラーは芸術
の使命を道徳性への奉仕による本来的な人間精神の回復にあると見做してお
り、そのことによって芸術が他者からの力の支配下に堕することを認識する
には至っておらず、その存在の原理をそれ自体のなかに持つ自律的、自己完
結的な存在と芸術を捉えるようになるまでには、古代ギリシャ文化の永続的
な詩的生を支える人間性の原理を感受し、そして特にモーリッツの『美の造
形的模倣』等に窺える芸術的自律性の思想からの影響 14 まで待たなければ
ならない。 
                                                  
14 参照。1789年 2月 2日付ケルナー宛書簡。Vgl. NA 25,193. なお、B.v.ヴィーゼは
その著『フリードリヒ･シラー』においてシラーとモーリッツの関わりについて詳述
している。Vgl. Wiese, B.v.:Friedrich Schiller. Stuttgart 1978. S.398ff. 
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                            Ⅴ 
 『ある旅するデンマーク人の手紙』においてシラーは、古代ギリシャ文化
に対する関心を顕著に示す。シラーはマンハイムの古代博物館を訪れ、古代
ギリシャの彫像を眼前にするときに惹起される美的感激について述べる。し
かも、シラーはこの短編を悲惨な現実世界に対する彼の批判を最初に織りま
ぜながら、それと対比的に古代ギリシャ文化を賛美する。 G.シュトルツは次
のように述べる。 
 
  「古代に対するシラーの関係は注目すべき緊張の下にある。彼の発展の重
要な時期に彼は期待に胸を膨らませて、また幸せな気持で、そして目的意識
を持ってギリシャ文学に向かうのである。しかし同時的に彼は彼自身の時代
に自分が属していることを以前よりはっきりと自覚するようになる。」15 
 
  シラーにあっては、古代ギリシャ文化に対する関心と彼の同時代に対する
関心が同時的に惹起されていく。古代に対する関心がシラーの若年の頃より
見受けられることについては既に述べたが、この『ある旅するデンマーク人
の手紙』において古代世界と近代世界は、それぞれの時代精神の文化的所産
に評価が下され、対比的に描写される。まず冒頭で、近代世界に窺える文化
的形成の二面性、繁栄と荒廃が、つまるところ欺瞞的発展の有り様が厳しく
批判的に描写される。 
 
 「友よ、ご承知のように、私は幸福な南国で素晴らしい創造、笑いかける
空、笑いかける大地を見てきました。あの地では、もっと優しい日光が喜ば
しい知性へと誘い、喜びをもたらす葡萄が実っており、天才と感激の神々し
い果実が熟しておりました。私は恐らく華麗さと富の最高なものを見てきた
のです。･･････ しかし近くに住む不幸が直ぐに私の喜びに浸る驚嘆の念を突
き刺すのでした。大公の庭園の花咲く並木道で私に物乞いをする目の窪んだ
空腹な者･･････ 素晴らしい宮殿の向かいに立っている今にも倒れそうな粗
末な小屋･･････ それは私の舞い上がる誇りを瞬く間に大地に打ち据えるの
                                                  
15 Storz, Gerhard: Schiller und die Antike. In: Jahrbuch der Deutschen 
Schillergesellschaft. Bd.10. Stuttgart. 1966. S.189. 
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です。」(NA 20,101) 
 
 この短編のなかで「ところで私には、私の目につくどんなものも全体の至
福に関連づけて考える困った癖があるのです。そして多くの光が消えてしま
うのと同様に、なんと多くの偉大なものがこの鏡のなかでちっぽけなものに
なってしまうことだろう」(NA 20,101) という言辞が窺えるが、これは作中
人物「私」─― そしてそれはシラー自身と解釈しても妥当であるが─― の
世界観の形成が全体的考察に基づくものであることを示す。シラーは惨めな
現実の世界から眼を背けて、逃避的に古代ギリシャの芸術の世界に沈溺する
のではない。ここで描写される近代世界と古代世界の像は歴史的な時代文化
の相違を表しているだけではなく、それぞれの世界像は普遍化され、むしろ
近代世界は現実世界を象徴し、古代世界は詩的世界を象徴しているのである。
つまりこの古代世界こそは、近代という現実世界に身を置きながらも、近代
の時代精神に同化できずに苦悩する詩人シラーが追い求める詩的世界の象徴
なのである。シラーはこの詩的世界に自由意思で赴き、そこで遊ぶことを自
らに求め、また他者にもそのような心意状態での詩的な生の享受を要請する。 
  さて、「私」は芸術の殿堂に足を踏み入れるや、ギリシャ芸術の厳かな、聖
なる息吹に誘われて、近代と古代という時間の柵などを越えてしまう。「私」
は瞬時に古代ギリシャの世界に飛翔するのである。芸術の世界の超時間性と
開放性が示される。 
 
 「目に見えぬ手が過去のヴェールをお前の目の前で取り去るように思える。
二千年の歳月がおまえの足元で沈み、おまえは突然、美しい笑いかけるギリ
シャの地に立っており、英雄の像や装飾品の間を歩き、そしてギリシャ人と
同様に、ロマンチックな神々の像の前で祈るのである。」(NA 20,102) 
 
 ギリシャの神々の像が気品と神々しさを漂わせていることは言うに及ばず、
それらはロマンチックな印象も与える。つまり神が人間と同様な感情を持つ
存在として造形されている。シラーは、ギリシャ人が神と人間の間の境を取
り除き、神を人間に近づけ喜怒哀楽の情を示す存在に、人間を神に近づけ高
貴な心情を持つ存在に造形しようと努めていることに、ギリシャ精神の崇高
性をみている。ギリシャ芸術の世界において神と人間は一つ屋根の下で暮ら
す家族として描写されている。 
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  「ギリシャ人は彼らの神々を自分たちより高貴な人間としてのみ描き、彼
らの人間を神々に近づけた。一つの家族の子供たちだったのである」(NA 
20,105)  
 
  まさにシラーが最初のカール学院卒業論文『生理学の哲学』において要請
している「人間の使命」──「創造主が世界を見渡すのと同じ眼で同じ眼差
しで、世界を把握する」こと、「神と同じくなること」(NA 22,78) ── を、
古代ギリシャ人は既に二千年も以前に芸術の世界で成就しているのである。
しかも、あの神々しい、それでいて人間と同様な感情を示す神々の像が、特
定の芸術家の天才によるだけでなく、ギリシャの人々全体の心に通底する気
高い人間性の発露として造形されていることを、シラーは賛美する。 
 
  「友よ、この胸像は二千年前にこの像を作ることのできた偉大な人間がい
たことを私に告げる。そのようなものを作った芸術家に、色々な理想を与え
た人々がいたことを告げる。この人々が真理と美を信じていたことを告げる。
なぜならその真ん中から真理と美が感じられたから。この人々は高貴であっ
た。なぜなら徳と美は同じ母から生まれた姉妹だから。」(NA 20,106) 
 
  初期の演劇論『道徳的機関としてみた演劇舞台』等において追求された美
と道徳の関係は、美が道徳的使命を達成することにより幸福な世界を招来す
ることであった。しかし幸福な世界の現出を目指すということは、美がそれ
自体の外に目的を持つことになり、美それ自体の存在意義は副次的なものと
なる。ところがこのギリシャの造形芸術論において、ギリシャ人がその高貴
な人間性のうちに徳と美を結び付け、崇高な芸術作品を造形していることが
賛美される。美はもはや徳に従う存在ではなく、徳と同じ立場にその存在意
義を持つ主たるもの、自立するものとなる。それ故、シラーの美学論の源泉
である美の自律性と自己完結性を説く思想の萌芽が、既に感じられる。 
  さらに、古代ギリシャ人が人間の姿を実際以上に高貴化して、つまり神に
近づけて造形している理由が探られる。 
 
 「古代のあらゆる言葉の芸術、表現の芸術は何故これほど高貴化を目指す
のか。古代の人間は実際以上のものを、その種族以上の偉大なものを作り上
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げている。･･････ これはひょっとすると、古代人が現在より、未来に生きよ
うとしていたことを示すのではないだろうか。･･････ 美化へのこの一般的な
傾向は魂の永遠性についての思弁を私たちに省略してくれる。」(NA 20,105) 
 
  シラーは古代ギリシャ人による芸術作品の造形の意図を、現実世界におけ
る現実的な生の享受よりも、未来に想定される理想的な王国へ向けての詩的
歩み、理想に向けての絶え間ない高進そのものにあると見做している。B.v.
ヴィーゼは次のように述べる。 
 
  「ギリシャは詩人シラーにとってもはや教養形成の契機だけでなく、その
ときからシラーにとって直接的に生気ある領域であり、神的なものにおいて
人間が近づける領域なのである。･･････ 古代の芸術は既にあの高貴化を先取
りしたのであり、その高貴化をシラーはこの論文のおよそ十年後に、彼自身
の時代の美的教育の使命にする。」16 
 
  シラーは畏敬の念を惹起する静けさ、美的な厳かさ、道徳的理想と美的理
想の完全な・自然な統一を感じる。このように古代のギリシャ世界は黄金時
代として憧憬されるのであるが、これに反して人類の文化的流れは否定的に
堕落への道を辿りつつある、と捉えられる。 
 
 「その間に世界は幾千の変遷と形成によって変わったのである。王朝が立
っては、滅びた。固い陸地が水のなかから現れては、海になった。野卑の心
が人間に向かって流れた。人間は野蛮になった。ペロポネソスの穏やかな空
はその住人と共に堕落してしまった。」(NA 20,106)  
 
 『人間の動物的本性と精神的本性の連関についての試論』に窺える人類文
化の流れを連続的、向上的な発展のうちに考察する文化史観とは異なり、『群
盗』や『たくらみと恋』に投影されていると同様な堕落した近代の世界が示
される。ほぼ同時的にシラーは人類の発展について、肯定的な見解と、否定
的な見解を示したことになるのである。しかし、このことをシラーの文化史
観の動揺や不統一と早計に判断する前に、古代ギリシャの歴史的な文化遺産
                                                  
16 Wiese, Benno von: a.a.O. S.402.  
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そのものではなく、古代ギリシャの文化を契機として惹起されるシラーの観
想が、彼の文化史観に強い影響を及ぼしていることを見逃すわけにはいかな
い。つまり、古代ギリシャ文化を近・現代文化の発展的形成においてどの様
に位置づけるかが問われなければならない。この短編においては次のように
述べられる。 
 
 「おお友よ、あの黄金時代が今なおこのアポロの像や、このニオベの像、
このアントニウスの像の中で生き続けているのです。そしてその彫像がここ
にあるのです･･････ いかなるものとも比べようもないほどに素晴らし
く･･････ 壊されることもなく･･････ 神々しいギリシャの反駁仕様のない永
遠の記録が、地上のすべての民に向けられたこの民の要求がここにあるので
す。」(NA 20,106) 
 
 シラーは黄金時代の精神文化がギリシャ人の芸術作品のなかで現代に、さ
らに未来に伝えられることを要請する。つまりこの短編で示される古代賛美
は現実の歴史的古代世界の状況に対するものではなく、あくまでもギリシャ
人が創造した詩的世界に対するものである。シラーは黄金時代がそもそも古
代ギリシャ人、そして後世の人間による想像の世界であることを、そしてそ
の想像的黄金時代が芸術作品のなかで古代から近・現代に継承されてきたこ
とを十分に認識できる眼識を備えた歴史家である。しかし、同時にシラーは
その黄金時代の理想的な世界像を未来へ向けて継承させてゆかなければなら
ないことを、その詩的活動において示せる詩人でもある。理想的な世界の未
来へ向けての継承、それに対してシラーは関心を持つ。それ故。詩的世界の
象徴として描写される古代世界は、高尚な人間性のうちに美と徳を結合させ
て生を享受する理想世界として衷心より賛美、憧憬されるのである。 
 
 
＊再編集に際して、下記の変換を行っています。 
１．後注を脚注に変換しています。 
２．活字原稿とデジタル原稿とでは頁数は不一致です。 
 
 
